
北海道恵庭市 「恵庭市ブックスタートの事始め」

恵庭市は、2000年度文部省委嘱事業「子どもの心を育む読書活動推進事業」を受け、委嘱先として市民組織

「子ども読書推進ネットワーク開発実行委員会」を発足。この事業の一つとして、9・10ヶ月健診でブックスタートを

2000年12月から３回、試験的に導入しました。

　ここで欠かせないのが図書館・保健センター・ボランティアの３者連携です。幸いなことに、当館は従来の

児童奉仕活動を通 して既に横のつながりがあり、大きな問題もなく実施に踏み切ることができました。 

　始めるにあたり、絵本をプレゼントした後の図書館側の体制について、保健師さんとボランティアの方から

厳しい指摘がありました。パックをお土産にしない方法はあるのか、そして赤ちゃんと親に対しての支援が

今の図書館にできるかという二点です。

　そこで、まず問診で保健師さんから読み聞かせの大切さを親に語ってもらい、その後診察を待つ親子に

ボランティアが読み聞かせを実践。最後に司書が一対一で親と向かい合ってブックスタートの趣旨を説明、

パックは最後に渡すという形をとることにしました。

　また、図書館で乳幼児が参加できるおはなし会を毎週開催、「赤ちゃん絵本コーナー」も設置しました。

大切だったのは「赤ちゃんは図書館利用者としての権利を持つ」という認識を図書館員に持たせ、利用者に

啓発していくことでした。

　ここ最近、館内でベビーカーのお母さんをよく見ます。赤ちゃん絵本の貸出しも好調です。

　税金の無駄遣い、ただのお土産と言われないためにも、今後の事業展開には十分に配慮し、図書館が

人づくり・地域づくりに寄与できることを実証していく機会としていくつもりです。 
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【対象月齢】 9～10ヶ月　　【会場】 ０歳児健診　　【年間出生数】 約600人   　

【事務局】 図書館　　【連携機関】    図書館・保健センター・ボランティア
◆ブックスタート実施状況◆

恵庭市のブックスタートの様子

初めてのブックスタート。机には保健師さん、
カーペットにはボランティアの
皆さんが座り、準備OK！ 

絵本を読みだすと、赤ちゃんは
興味 津々。ボランティアの方は、

その様子に大喜び!!

健診終了後にお母さんとゆっくり
語り合う図書館員。

とても貴重なひとときです。 

〒162-0814 東京都新宿区新小川町5-19 角田ビル3階
TEL  03-5228-2891　FAX  03-5228-2894
E-mail  infobs@bookstart.net   URL http://www.bookstart.net


